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第33回定通部定期大会
◆日 時 2022年9月3日（土）13:00～14:40

◆会 場 長崎高教組会館

◆出 席 者 9名（５分会、委任状７分会）

◆議 事 （詳細は議案書でご確認ください）

・第１号議案 2021年度決算承認に関する件

・第２号議案 2022年度役員承認に関する件

2022年度 定通部役員

濱本 功二 （佐世保中央夜間）
釣船 明文 （島原定時）部 長 副部長

烏山 隆弘 （鳴滝夜間）

・第３号議案 2022年度方針決定に関する件

１ 経過報告

コロナ禍の影響で活動が制約を受ける中、前年度よりも活動の幅が広がったことが報告されました。

2021年度から新たに始まった「高教組あんしんメール」。速報や高教組新聞等の本部からの情報を組合

員１人１人のスマートフォンや携帯電話に配信するシステムです。ご登録よろしくお願いします。

２ 全体の情勢

不登校、ヤングケアラー、１人１台端末、特別なニーズを持つ生徒、通信制高校、教育予算、観点

別評価、教育費の無償化、定通制に学ぶ生徒の現状等、多くの課題が報告されました。長時間過密労

働を解消するため、教職員定数をはじめとする制度の抜本的改善が必要であると提案されました。

３ 全教定通部文科省交渉

学習環境の充実や労働環境の改善等、３つの重点要求を中心に交渉を行いました。現場の実態を正

確に伝え、要求を実現させるために、数値化・可視化することの必要性が報告されました。

４ 活動方針

来年度の定通部県教委交渉（2年に1回)の内容について討議。前回の交渉内容を基にした12項目。予

約１ヶ月待ちという状況も発生している SSWについては、配置だけでなく常駐を要求することも確認
されました。交渉までに約１年ありますので、12項目を各分会でご検討いただけるとありがたいです。

要求等あれば追加で盛り込むことも可能です。お気軽にお知らせください。役員会等で検討し、次年

度の定期大会で提案します。
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県教委交渉の柱（2023年度）

(1)安易な統廃合反対 (2)20人以下学級

(3)佐世保中央夜間エンカレッジコースの廃止または新課程として設置。他校への導入反対

(4)スクールソーシャルワーカー常駐・スクールカウンセラー全校配置

(5)キャリアサポートスタッフ継続配置 (6)教科書・夜食費補助継続と手続き簡略化

(7)入学準備金等、給付型奨学金の充実 (8)授業料無償化、就学支援金手続き簡略化

(9)修学奨励資金返還免除の条件「卒業まで」を１年単位に引き下げ

(10)日本語を母語としない生徒のための日本語教師を定数外配置

(11)離島の通信制生徒に交通費・宿泊費の補助

(12)エアコン設備のない定通制高校に県費でエアコン設置

・第４号議案 2022年度予算に関する件

・第５号議案 その他

定数未充足、教育課程や校則等の制度変化、異動対象、署名活動、給食等について各分会の現状や

課題等が報告され、情報交換を行いました。

５つの議案は、拍手で承認されました。

県教研 定通教育分科会
◆日 時 2022年9月3日（土）14:50～16:00

◆会 場 長崎高教組会館

◆参 加 者 10名

４本のレポートが報告され、情報共有と学習交流の場となりました。

１ １年次生の観点別評価と考査問題での工夫、成績処理シート作成 （鳴滝昼間 平湯さん）

2022年度入学生から新たに始まった観点別評価。３つの観点（知識技能、思考判断表現、主体的態度）

の評価方法や成績処理についての実践報告。考査問題には、知識技能と思考判断表現のどちらを問う問

題かを記載。評価される側の生徒にも評価基準を示す等、出題方法の工夫も紹介。成績処理は、オリジ

ナルの Excel シートを用い、計算式や論理式（評価 ABC、評定）によって、新たに増えた作業の負担
を軽減するように作成。各分会からの情報提供によって、評価方法も学校によって違いがあることがわ

かりました。

大問表示 文字囲なし：知識技能／ □有：思考判断表現

評価配分を明示
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２ 生徒会役員による校長交渉 （鳴滝夜間 烏山）

生徒総会で各クラスから出された要望事項を生徒会役員が検討。毎年、基準に則って優先順位をつけ、

重点要望事項として校長交渉を行っている。今年は、①虫対策、②暑さ対策、③アイスクリーム自動販

売機の設置を要望した。③については、１２ページに及ぶ要望書を交渉の場で生徒会長が校長に手渡し

ている。要望書には、経緯（要望の内容、執行の対応）や分析結果（メリット・デメリット、学習効果

や癒やし効果等の科学的根拠）、他校の実践例等をまとめ、設置に向けて具体的な提案を行った。

校長交渉 『アイスクリーム自動販売機の設置要望書』

３ 作文のとりくみ （島原定時 釣船さん）

国語科授業におけるとりくみを２つ紹介。①生徒会誌等で

見られる各校オリジナル辞書を作成。見出し語に意味・説明

を添える活動。②「○○なものベスト３」。「初夢に出てくる

と縁起がいいものベスト３ 一富士、二鷹、三なすび」等リ

ズム感のある言い回しを作る活動。授業が教科書の一方的な

説明だけにならないように、活動に幅を持たせた表現指導の

一環。週１回の頻度で継続指導し、作品をまとめたものはオ

リジナル辞書に。生徒の作品からは、彼らの興味・関心も見

えてくる双方向の授業。

４ 毎日通信･つぶやきノートの取り組み～何かが変わるかもしれない～ （長崎工業定時 牟田さん）

2020年4月から毎日、学級通信を発行。昨年度報告176号までの軌跡とその後。新入生研修「長工定で

人生を変える」講座で「何かを始めよう」「そして、それを続けよう」「続ければ、それが習慣となる」

「習慣が変われば、性格が変わる」「性格が変われば、人生が変わる」と生徒に説明。自身も新しいこ

とを始めて続けることに。昨年度は、学年通信として188号を発行。３年目の今年は、生徒のその日の

調子を一目で把握できるよう『つぶやきノート』に顔マーク も追加。
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№ 項 目 おもな内容

①本日の行事 ②明日の連絡

③季節の移り変わり ④気象状況
1 毎日の連絡

⑤世の中の動き ⑥今日は何の日

(過去の災害、平和、地域に関する話題等)

①時間割 ②始業時の集合場所
2 本日･明日の日程

③教室移動 ④就業時間等の確認

①笑顔、笑いに関すること

学年担当の ②感謝、感動したこと
3
つぶやき ③掃除、環境に関すること

（コラム） ④その他、担任の失敗談等

4 月行事予定 来月分を裏面に印刷（月に１度）

得たもの

生徒・家庭とのコミュニケーションが良好に

①生徒座席に事前配付することで SHRの伝達がスムーズ

②欠席生徒も前日通信で学校の様子を把握
Vol.009(4月20日) 連絡や行事が少ない日は季節の話題も（穀雨）

③明日の準備が容易に（家庭でも確認可）

④長欠生徒や家庭に学校の様子を伝えるツール

⑤季節の移ろい、世の中の動きを感じる

⑥担任のつぶやき･失敗談を通して自己表現のきっかけ作り

⑦担任・副担任間の連携がスムーズに

⑧作成後起案→学級の様子を学年主任・管理職に知らせる

つぶやきノート（担任と生徒の言葉のキャッチボール） Vol.091(10月7日) 今日は何の日（長崎くんち→郷土学習）

コラム「学年担当のつぶやき」（字数200～500字）も毎日連載。内容は、気持ちが楽になる思考方法

やコミュニケーションに関するアドバイスが多く、雑感形式で綴られている。時々現れるいたずら好き

の妖精が微笑ましく、生徒がプラスのイメージで読み終えることができるよう工夫されている。

編集後記

教研のレポート報告は、①観点別評価、②生徒自治、③教科指導、④学年通信と多岐にわたります。

先生方の取り組みにパワーをいただく学び多い１日となりました。ご参加の先生方が持ち帰り、各校

にあうようにカスタマイズしていただけると嬉しい限りです。ご協力ありがとうございました。


